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┌─┐
｜１｜県内在住者「広域通信制高校入学者数の推移」を調査しました　　　　
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　県子ども・若者支援協議会では、近年、進学希望者が増加している
　　広域通信制高校の入学者数の実態を把握するため、県内のサテライト
　　施設等で面接指導や試験、添削課題のサポート等行っている学校等を
　　対象に、入学生徒数の推移（過去５年）の調査結果をまとめました。

　　　県内在住者で中学校卒業後に進学する者（新入学）と高校入学後に
　　転入・編入学する者の合計が、平成30年度は539人となり、前年度に
　　比べて89人増加していました。
　　　進路先として、広域通信制高校を選択する子どもが年々増えている
　　傾向が明らかになりました。
　　　調査結果詳細は、添付ファイルをご覧ください。

　　　※「広域通信制高校」とは　
　　　　３つ以上の都道府県から生徒を募集する通信制高校で、全国に
　　　１０５校あり、約１０万人の生徒が在籍している。
　　　　遠隔地にいる生徒のために、学習塾や予備校などと連携し、添削
　　　教材を解く支援などをする学習施設の「サポート校」は、学校教育
　　　法に基づく学校ではない。そのため、教員免許を持たない人が教え
　　　てもよく、学習指導要領に沿った授業をする必要もない。 
　　　　(2016-09-15 朝日新聞 朝刊 １社会)
　　　　出典　朝日新聞掲載「キーワード」より引用
　

　　　本協議会では、こうした実態を背景にして、不登校やひきこもり状
　　態に陥っている子どもや親御さんが抱えている「進路に対する不安」
　　について現場の声を取り上げながら、本人の「学びなおし」に対する
　　支援の在り方について考える研修会を開催します。
　　　研修会の詳細は９月以降にご案内します。
　
　　　【県・市町村青少年相談担当職員研修会】
　　　　日　時：令和元年１２月２６日（木）13:00～
　　　　　※冬休み中なので学校現場の皆さんの参加を期待しています
　　　　会　場：群馬県公社総合ビル　ホール（前橋市大渡町1-10-7）　　
　　　　テーマ：
　　　　『不登校・ひきこもり状態から一歩前へ進める　
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　　　　　　　　　　～　中・高生の「学びなおし」を支援する　～』
　　
　　　これまでの研修会の内容が県ＨＰでご覧いただけます。
　　　　https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00002546.html
　　
┌─┐
｜２｜「ぐんま高校生ＬＩＮＥ相談」の実施について　　　
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　県教育委員会では昨年度に引き続き、県内全ての高校生等を対象に
　　無料通信アプリ「ＬＩＮＥ」を活用した「ぐんま高校生ＬＩＮＥ相談」
　　を試行します。
  　
　　　高校生にとって身近な通信手段であるＬＩＮＥを活用し、本人の不
　　安や悩みを幅広く受け止めることで、自殺やＳＮＳを介した犯罪被害
　　等の防止を図ります。
　　　また、実施結果の分析を通じて、学校現場の教育相談体制の一層の
　　充実を図っていきます。

　　【ぐんま高校生ＬＩＮＥ相談】
　　　対象者：本県の高校生等　約54，000人
　　　　公・私立高校、中等教育学校（後期課程）、特別支援学校高等部

　　　相談方法：相談希望者が、専用ＬＩＮＥアカウント（ＱＲコード）
　　　　　　　をスマートフォンで読み込んで友だち登録を行い、必要に
　　　　　　　応じて相談員に相談します。
　　　　※ＱＲコードは、学校を通じて対象となる高校生等に配付済み

　　　相談期間：令和元年8月25日（日）～令和2年3月22日（日）毎週日曜
　　　　※8月25日（日）～9月3日（火）夏休み終了前後
　　　　　1月5日（日）～9日（木）冬休み終了前後
　　　　　この期間については、毎日、相談を受け付けます
　　　相談受付時間：１８時～２２時

┌─┐
｜３｜8/22　ひきこもり家族教室「本人らしさを支える関わり（講話）」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　ひきこもり支援センター（県こころの健康センター内）では、ひき
　　こもりに悩んでいる家族を対象に家族教室を開催します。
　　　今回は、外部講師をお招きして講話を行います。　　
　　　　
　　　ひきこもりに関する知識や情報、ちょっとした声かけの工夫などを
　　学びながら、ご家族自身の気持ちにゆとりを持つ機会にしませんか。
　　　家族の気持ちの安定が、本人の気持ちにも影響を与え、本人の状態
　　が良くなるという研究結果があります。

　　　初めての方は個別の相談を受けた後、必要に応じて家族教室にご案
　　内しています。
　　　支援者の見学も受け入れています。希望される方は事前に連絡を
　　お願いします。

　　　【家族教室】
　　　　教　室：8月22日（木）13:30～16:00
　　　　テーマ：「本人らしさを支える関わり」
        　　　　NPO法人リンケージ　精神保健福祉士　中澤　由梨氏 
　　　　　　　　　　　　 　
　　　　会　場：群馬県こころの健康センター（前橋市野中町３６８）
                　１階「いこいのサロン」           
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　　　　連絡先：ひきこもり支援センター
　　　　　　　　　専用ダイヤル　027-287-1121　
　
┌─┐
｜４｜9/15　ひきこもり支援講演会「CRAFTを応用した家族のかかわり」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　   ひきこもり経験者・家族が仲間とともに明るく前向きに歩き、学び・
   成長することを目的とする団体、ＫＨＪ群馬「はるかぜの会」では、 　
 　ひきこもり支援講演会を開催します。
 
　　【ひきこもり支援講演会】 　　　　　　
    　　日時：9月15日（日）13：30〜16：30
　　　　会場：県庁昭和庁舎26会議室
　　　　演題：「CRAFTを応用した家族のかかわり　第3回」
　　　　　　　　－　頼みごとをして上手にほめる　－
　　　　講師：田口　ゆりえ氏 
　　　　　　　KHJ埼玉けやきの会代表　ピアサポ養成研修講師　
　　　　対象：家族および関心のある方
 
　　【パーチの会】
　　　　日時：9月15日（日）13：30∼16：30
　　　　会場：県庁昭和庁舎25会議室
　　　　内容：本人・経験者の居場所活動

　　　＜申込み、お問い合わせ＞　 　　　　　
　　　　　KHJ群馬はるかぜの会　TEL　080-9373-4760
　　　　　　　　　　　　　　　harukazenokai.gunma@au.com

　　　KHJ全国ひきこもり家族会連合会活動の詳細はＨＰをご覧ください。
　　　　　http://www.khj-h.com
 　　
┌─┐
｜５｜民間活動団体等の紹介　「笑って子育てロリポップ」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　障がいがあっても、発達の悩みがあっても笑って子育てしたい。
　　　優しい小さな心が、そのまま大きな心を育むきっかけにしたい。
　　　そんな親子とお友だちの居場所「ロリポップ」。

　　　「笑って子育てロリポップ」の由来は、ロリポップとはスティックの
　　ついたアメのこと。
　　　ロリポップのスティックのように、ちょっとした支えでいい、支えが
　　なければ喉をつっかえてしまうが、支えがあれば味わえる。
　　　カラフルな飴のように、その子らしくカラフルな人生を生きるために
　　大げさでなくて、一緒に階段をのぼってくれるお友だちや仲間がいてく
　　れる。
　　　その仲間ににっこり笑って感謝できる、何気ない行動が自然に広がっ
　　て欲しいという願いが込められています。

　　　親子でも、ママだけでも、有資格者（看護師、保健師、支援員など）
　　どなたでも参加できます。場所は療護園からイオン高崎周辺のお店。
　　参加するお子さんの状態で決まります。
　　　集まってランチやお茶をしながら、同じ悩みや経験を語り合い情報交
　　換を行っています。　　　
　　　子育てに悩みは尽きないけど、笑って過ごせる日々を送りたいとお互
　　い願っています。

　　　活動の詳細はＨＰをご覧ください。
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　　　　https://lollipop-club.com　

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
┏━━┓次号は、2019年9月中旬を予定しています。
┃＼／┃本メルマガを、皆様の周りの方にも周知いただければ幸いです。
┗━━┛また、子ども・若者支援に関する情報等の提供もお待ちしています。
│　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
│
│　　　メルマガを新規で受信希望する方は、「所属・氏名・メールアドレ
│　　　ス」を『kowaka-shien@pref.gunma.lg.jp』までお送り下さい。
│＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

┏…　群馬県子ども・若者支援協議会　………………………………………┓
┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
┃▼　事務局　群馬県前橋市大手町１－１－１　子育て・青少年課内　　┃
┃▼　ＴＥＬ　０２７－２２６－２３９３　　　　　　　　　　　　　　┃
┃▼　ＦＡＸ　０２７－２２６－２１００　　　　　　　　　　　　　　┃
┃▼　e-mail　kowaka-shien@pref.gunma.lg.jp　　　　　　　　　　　 ┃
┃▼　 ＨＰ 　http://smilelife.pref.gunma.jp　　　　　　　　　　　┃
┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ┃
┗……………………………………………………………………………………┛
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別添資料

令和元年度　子ども・若者支援協議会

令和元年５月末現在

合計

人数（人） 構成比 人数（人） 構成比 人数（人） 構成比 人数（人）

R1年度 259 69.4% 91 24.4% 23 6.2% 373

H30年度 241 44.7% 264 49.0% 34 6.3% 539

H29年度 214 47.6% 196 43.6% 40 8.9% 450

H28年度 202 47.2% 161 37.6% 65 15.2% 428

H27年度 172 43.0% 190 47.5% 38 9.5% 400

※ 新入学 中学卒業後、他の高校に属することなく、4月（または10月）から入学すること。

転入学 今いる高校から、次の高校に転入すること。（いわゆる転校）

編入学 一度高校を中退してから、再度高校に入学すること。

■調査協力校

クラーク高校、ＫＴＣ中央学院、第一学院高校、わせがく高校、鹿島学園高校、トライ式
高等学院、さくら国際高校、ヒューマンキャンパス高校、東豊学園つくば松実高校、Ｎ
高等学校、ルネサンス高校

広域通信制高校への進学状況について（県内在住者）
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